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膨張水処理ユニット
（RHE710　RHE711　RHE712　RHE713）

絶対に製品の分解・改造は行わない
水漏れなどの異常が発生するおそれがあります。

袋ナットや水抜きキャップの着脱は、本体を保持した状態で手で確実に行う
また、ペンチなどの工具は使わない

逆勾配・2重トラップがある排水管には排水ホッパーを取り付けない
 水漏れするおそれがあります。
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RHE710
№
１
２
３
４
５
６
７
―

個数
１式
１個
１本
２個
１式
２個
２個
１冊

部品名
膨張水処理継手
ゴムパッキン
排水ホッパーホース
ホースクランプ
排水ホッパー
三角パッキン
袋ナット
施工説明書

RHE713
№
１
２
３

個数
１個
１個
１個

部品名
給水エルボ
パッキン
継手緩衝材

RHE711
№
１
２
３
４
５
６
７
８
―

個数
１式
１個
１本
２個
１式
２個
２個
１個
１冊

部品名
膨張水処理継手
ゴムパッキン
排水ホッパーホース
ホースクランプ
排水ホッパー
三角パッキン
袋ナット
異径ソケット
施工説明書

№
１
２
３
４
５
６
７
８
9
10
11
―

個数
１式
１個
１個
１本
１本
４個
１式
２個
２個
１個
２本
１冊

部品名
膨張水処理継手
ゴムパッキン
出湯エルボ
出湯ホース
排水ホッパーホース
ホースクランプ
排水ホッパー
三角パッキン
袋ナット
異径ソケット
ねじ
施工説明書

※異径ソケットと排水金具との接合は接着剤が必要です。（現場手配）

※異径ソケットと排水金具との接合は接着剤が必要です。（現場手配）

RHE712

別売品
品　　名

ホッパー
接続継手
（φ25用）

RHE714 排水配管接続径
φ25用

形　　状 品　　番 備　　考

《床排水（Sトラップ）の場合》

●RESTROOM ITEM 01 スリット排水壁掛洗面器セット用：RHE711
●RESTROOM ITEM 01 壁掛洗面器ライニングユニット用：RHE712
●RESTROOM ITEM 01 カウンター洗面器用：RHE712＋RHE713
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【スリット排水壁掛洗面器セットの施工例】【壁排水（Pトラップ）の施工例】

【ライニングユニットの施工例】【床排水（Sトラップ）の施工例】

RHE710を使用 RHE711を使用

RHE710を使用 RHE712. RHE713を使用

※接続継手を排水金具に
取り付けるためのスト
レート部寸法は85mm
以上必要です。
確保できない場合は、
排水ホッパーを取り付
けることができません。

異径ソケット

●排水金具

●排水金具

接続継手

●排水金具
〈Ｐトラップ〉

●排水金具
〈Ｓトラップ〉
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《壁排水（Ｐトラップ）の場合》 《床排水（Ｓトラップ）の場合》

次の手順で接続継手を組替えてください。

［組み替えの手順］
①本体袋ナットを外す。
②接続継手を本体から引き抜く。

（Ｏリングを傷つけないように気を付けてください。）

③引き抜いた接続継手を90°回転させ
　凹凸の爪を合わせて取り付ける。

④本体袋ナットは、緩みのないように、
　手で締め付ける。

①排水トラップをつぎの要領で切り落とす。

（出荷時は、壁排水用に組み付けています。）

■排水管（塩ビ管）に直接排水ホッパーを取付ける場合は、異径ソケットを使用
　してつぎの要領で取り付けてください。排水管が床排水（Ｓトラップ）の場合、接続継手の組替えが必要です。

排水管（塩ビ管）
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②袋ナット、三角パッキンを排水金具に挿入する。

③接続継手を排水金具に差し込み、手で袋ナットを締め込む。

④排水ホッパーホースにホースクランプを取り付け、排水ホッパーのホース継手
　に排水ホッパーホースを差し込む。

⑤ホースクランプで排水ホッパーホースをしっかり固定する。

①排水ホッパーホースにホースクランプを取り付け
　膨張水処理継手に排水ホッパーホースを差し込む。

②排水ホッパーホースがたるまないように長さを
　合わせてはさみなどで切断する。
　（ホースをつぶさないように切断してください。）

膨張水処理継手が下側になるような向きに
取り付けないでください。
ごみなどが詰まりやすくなり、正常に膨張水
を排出できなくなるおそれがあります。

排水ホッパー取り付け時の傾き
は、鉛直に対して全方向10°を
超える取り付けはしない
水漏れするおそれがあります。

３．膨張水処理継手の取り付け
　【RHE710】、【RHE711】

※取り付け位置は、ライニングユニット、
　電気温水器の施工説明書をご覧ください。

■膨張水処理継手（RHE710、RHE711用）の取り付け方向について
　RHE710、711用の膨張水処理継手は、取り付ける向きを変えることができます。
　スパウトと小型電気温水器との設置位置により取り付ける向きを決めてください。
　〈約３Ｌ壁掛けタイプ小型電気温水器への取付例〉

出湯口上向き 出湯口下向き 出湯口横向き
（標準取付方向） （スパウトと出湯口が近い場合など） （スパウトホースの曲げスペースがない場合など）

排水金具 排水金具

膨張水排出継手
（回転可能）

出湯口

出湯口

出湯口

膨張水排出口
（回転可能）

膨張水排出口
　　　 （回転可能）

膨張水排出口
（回転可能）

膨張水処理継手

三角パッキン（同梱品）

袋ナット（同梱品）
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③ホースクランプで排水ホッパーホースをしっかり固定する。

④電気温水器の出湯継手に膨張水処理
　継手を取り付ける。
※ゴムパッキンの付け忘れ、組み付け不良
　がないように注意してください。

⑤スパウト連結ホースを膨張水処理継手
　に差し込み、袋ナットを 手で締め付ける 。

③継手緩衝材の台紙をはがして継手緩衝材を出湯継手下に貼る。
　（カウンター洗面器取付時のみ）

④電気温水器の出湯継手に出湯エルボを取り付ける。

⑤排水ホッパーホース ・ 出湯ホースを膨張水処理継手
　の接続部に長さを合わせてはさみなどで切断する。

⑧スパウト連結ホースを膨張水処理継手に差し込む。

⑥出湯ホースと排水ホッパーホースにホースクラ
　ンプを取り付ける。
⑦膨張水処理継手に出湯ホースと排水ホッパー
　ホースを奥まで確実に差し込み、ホースクランプ
　でしっかり固定する。

•はさみなどを用い、切断面が垂直
　になるように切断してください。
•ホースが長すぎると、折れ曲がり
　排水、出湯がきなくなります。

３．膨張水処理継手の取り付け【RHE712】

※ホースが確実に差し込まれていることを確認
　してください。
※ホースが折れ曲がることのないように注意し
　てください。
（流量が低下したり、タンクに必要以上の圧力
　がかかり破損するおそれがあります。）

膨張水処理継手

出湯継手

袋ナット

ゴムパッキン

膨張水処理継手

袋ナット

膨張水処理継手
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⑩膨張水処理継手固定板をタッピンねじ２本で
　　固定する。

■給水エルボ【RHE713】の取付方法

※膨張水処理継手固定板下側の
　ねじ穴で固定してください。

●パッキン

●連結管



ー８ー

9

袋ナットや水抜きキャップの着脱は、本体を保持した状態で手で確実に行う
また、ペンチなどの工具は使わない

袋ナットや水抜きキャップの着脱は、本体を保持した状態で手で確実に行う
また、ペンチなどの工具は使わない
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